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	応用
	抗原情報
	背景
	アダプタータンパク質、PHドメインおよびロイシンジッパー1と相互作用するリン酸化チロシン（APPL1）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞増殖の調節、およびアディポネクチンシグナル伝達経路とインスリンシグナル伝達経路間のクロストークに関与することが示されている。コードされるタンパク質は、RAB5A、DCC、AKT2、PIK3CA、アディポネクチン受容体、NuRD/MeCP1複合体タンパク質など、多くのタンパク質と結合する。このタンパク質はエンドソーム膜に結合して存在するが、EGFによって放出され、核へ移行する。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：N末端ドメイン（残基1～319）またはC末端領域（残基273～709）の過剰発現は、アポトーシス促進効果を有する。,機能：初期エンドソーム区画からの細胞外シグナルに対する細胞増殖の調節に必須。Rab5を核シグナル伝達に結び付ける。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：PIDドメインを1つ含む。,細胞内局在：初期エンドソーム膜結合型かつ核内。EGFのインターナリゼーション後、エンドソーム膜から遊離し、核に移行する。,サブユニット：N末端ドメインを介してRAB5A/Rab5に結合。この相互作用は、エンドソーム膜へのリクルートメントと細胞増殖における役割に不可欠である。 DCCおよび不活性型AKT2の触媒ドメインにPIDドメインを介して結合する。PIK3CAおよびNuRD/MeCP1複合体のサブユニットに結合する。,組織特異性：心臓、卵巣、膵臓、骨格筋に高濃度で存在する。,
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	APPL1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	APPL1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

